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L~ 1 (LrM4) = 9: 1: 5 という結果を利用し， LαL~ = L叫＋Lα2 L~ = 2 1 と仮定してピーク分離を行う場合があるが，実際には測定条件によりLαL~
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X線管 Rh,40 kV 
検出器シンチレー ションカウンター




分光結晶 Si(220)(2d=3.B40 A) 
SEM-EDX 
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それゆえ， EDXRFスペクトルにおいては， LαL~ 強度比が2: 1からずれる
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〉く占星管E日加電圧に対するLαIL融度比の実験値
(6）原子番号 (7）化学状態
ILaJL[lの変化量は10%以下
